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平成17年（ワ）節87せ 追伝子組換え稲の作付け禁止等甜求事件  

傾  告 山田稔外14名  

被  告 独立行政法人茂業・生物系特定産業技術研究機桃  

証 拠 説 明 書（3）  

平成18年3月31口  

新潟地方裁判所高田文部 御仁P   

被告訴訟代理人弁護十  畑  小  餓  

・向  井讃士  山  岸  

蝶円   
原本・写   作成年   作成者   立証趣旨   備考   

証  の別  月日  

新潟薬科大  

金川箆博氏眺   平成17   学応用生命   
乙  

写し  年8月5  科学部学部  ェンシンそのものが土壌生物  

17  日   長都木正  

道   畠’を与える叶能性がないこと   

イネ体内の椚迭及び本件GM．  

てlた成18  被吾作物研   イネによって生成されるディ  

意見脊  原本  年3月  究併朗長  フェンシンが本件GMイネ外  
18  

29El  椰に流出する可能性がないこ  

と   

ディフェンシ  本件GMイネによって生産さ  

ンによる耐性   
乙  

平成17   

原本  
19  

年9 月  究所所長  の体外に流出する可機種がな  

に関する報告  24日  娘m秋   いこと。その他ディフェンシ  
詩  ン耐性菌出現の可能性がない  
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こと及びデイブェンシン耐性  

曲が植物や軌物に膨轡を及ぼ  

可能性がないこと  

抗生物質耐性菌にl兇する発  

・－・偽薬科大  

平成18   や応用生命  
乙  

意見聾   原本  年3月  科学部草椰  る党則こついての花輪とカラ  
20  

30日  長姉水1i◆】‡  

遣   関する向銀諭が全く異なるこ  

と   

実験圃場の土壌を用いて●・  

辞したカラシナは、発芽後、  

隔離圃場の水  王盛に生育し、本巽験聞物以  
平成18  

乙   田土壌を用い   年3月  外の上境に；快培したカラシナ  

2l  たカラシナの  
原本  

との閉に何らの韮兄も認めら  

ーぎ埼試験  
30日   

れなかったこと及びデイブェ  

ンシン耐性菌が出現、増殖し  

ていないこと   

春夫験は、本業鹸瀾域瀾辺地  

開花時川を更  
平成18  

域のイネ開化終期と本GMイ  

乙   にずらすこと   ネの開花始期との間に2週間  

22  による交雑防  
脱本  F3月  

3∩日   

の間隔を開けて行うものであ  

止への配慮  り、時間の両でも十分な隔離  

‡が執られていること  

告が、巌林水産省に対し、  

カラシナ由来のディフェン～  

ンの機能を説明する際の参考  

節一箱使用税  
として、カラシナ由来のディ  

業研究セン  
定承認申餉沓   平成17   フェンシン迎伝子と同様、複   

乙  ダー北陸地  

写し  数の耐病性効果を持つとして  
23  

影響評価等の  戚基地研究 部長囲rP  螢録されているβ′∂ゴ∫C  

記職について  ∂ざp．の登録番号を付記  
有司  

した経緯について税明し、腱  

林水産省上り了解を得られた  

こと   

2   
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3   


